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１. はじめに
１-１. 自己紹介

モザンビーク国 橋梁維持管理能力強化プロジェクト
業務主任：上村 博文 副業務主任：曳野 誠也

大日本ダイヤコンサルタント株式会社
海外事業部 部長

大日本ダイヤコンサルタント株式会社
海外事業部 事業室 主幹

・1979年より本州四国連絡橋 3ルートの建設事業、完成後の
維持管理業務に従事。

・2009年からは海外において、日本政府支援による長大橋建
設事業の施工監理業務、橋梁維持管理技術協力業務に従事。

・現在、モザンビーク国 橋梁維持管理能力強化プロジェクト
において業務主任を担当。

hikino_seiya@dcne.co.jpuemura_hirofumi@dcne.co.jp

・2001年より橋梁技術者として橋梁計画・詳細設計業務に従
事。国内では橋梁点検業務、耐震補強設計、補修設計業務
等の管理技術者を担当。

・2017年より海外での橋梁FS・詳細設計、技プロを担当。
・現在、モザンビーク国技プロにて副業務主任、ザンビア国

橋梁技プロ（フェーズⅡ）にて業務主任を担当。
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１. はじめに
１-２. モザンビーク国
モザンビーク国概要
面積 799,380 m2（日本の約2倍）
人口 約3,296万人 (2022-世銀)
首都 Maputo
言語 ポルトガル語(公用語)
宗教 キリスト(約60%)､イスラム(約19％)他

独立 1975年6月25日
GDP/経済成長率 178憶USD/4.1%（2022-世銀）
道路延長 33,377 km

※モザンビークの国内にはナカラ回廊を始めとした複数の経済回廊
があり、マラウイ共和国、ザンビア共和国やジンバブエ共和国等
の国境を接する内陸国がインド洋へと至る交通の要衝を占める。
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２. 橋梁維持管理技プロについて
【技術協力事業】
・開発途上国の課題解決能力と主体性（オーナーシップ）の向上を促進するため、

専門家の派遣、必要な機材の供与、人材の日本での研修などを通じて、開発途
上国の経済・社会の発展に必要な人材育成、研究開発、技術普及、制度構築を
支援する取り組み。

【橋梁維持管理技プロ】
・開発途上国（対象国）の橋梁維持管理機関（C/P）に対して、橋梁維持管理能力

向上を目的として、人材育成、研究開発、技術普及、制度構築を支援。
・【例】専門家派遣／現地活動（橋梁維持管理に係る各種ガイドライン整備／OJT

及び技術セミナー等の開催）、各種研修（本邦研修・第三国研修等）の開催、
機材供与、維持管理システムの構築・更新 等。
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３.モザンビーク技プロ概要

◆プロジェクト概要
・道路･橋梁の維持管理を実施するモザンビーク道路公社であるANE,IP（次頁参照）に対して、

橋梁維持管理能力の向上を図る各種活動を行う。
・プロジェクト期間：2021年3月～2025年2月(現予定)
・活動：専門家派遣/現地活動(ガイドライン整備/OJT/セミナー等)､各種研修(本邦研修等)､機材供与 他

３-１. プロジェクト概要

◆対象機関（C/P）
・モザンビーク道路公社：Administração Nacional de Estradas, Instituto Público (ANE,IP)
・ANE,IPは、モザンビーク公共事業住宅水資源省
（Ministry of Public Works, Housing and Water Resources）を監督省庁とした道路行政組織。
・ANE,IPは、道路・橋梁の建設及び維持管理を担当・実施。
・【参考】モザンビーク国内の橋梁数：約1,300橋、 職員数：約600名（HQ＋地方事務所）

【プロジェクト要請背景】
・モザンビーク国の橋梁維持管理は、適切な維持管理・補修作業の未実施が原因となり、雨季やサイクロン

等による洪水、過積載車両等により落橋事故等が頻発した。こうした状況を受け、橋梁維持管理に係る技
術者の能力向上を目的として、本事業の実施が我が国へ要請された。
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３.モザンビーク技プロ概要
３-２. プロジェクト目標と成果
プロジェクト目標／成果

目標 ANE,IP本部と地方事務所で
橋梁維持管理能力が改善する。

成果-1
Output-1

ANE,IP本部とリージョン事務所
の技術者が、橋梁点検・診断に係
る知識・技能を習得する。

成果-2
Output-2

ANE,IP本部とリージョン事務所
の技術者が、橋梁補修・維持管理
に係る知識・技能を習得する。

成果-3
Output-3

ANE,IP本部とリージョン事務所
の技術者が、BMS運用に係る知識
を習得する。

成果-4
Output-4

ANE,IP本部とリージョン事務所
の技術者が、橋梁維持管理計画の
策定に係る知識を習得する。

橋梁維持管理サイクル
道路管理者(C/P)による確実な橋梁維持管
理サイクルの遂行を目指す。

記録

評価

計画設計

日常維持管理

詳細調査

点検

補修対策
予算確保
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４. 活動紹介
４-１. OUTPUT-１（橋梁点検／診断）

注記）上記のガイドブックはザンビア技プロで作成したもの。
モザンビーク技プロでは、現在作成中。

(1) 橋梁維持管理ガイドブックの整備

【本プロジェクトでの作成ガイドブック（仮称）】
・橋梁点検／診断ガイドブック
・橋梁補修ガイドブック
・洪水対策ガイドブック
・橋梁維持管理計画策定ガイドブック
・BMS運用マニュアル
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４. 活動紹介

【橋梁点検／診断ガイドブック（作成中）】
・構成内容(案)：インベントリーデータ、点検種類及び装備・機材、定期点検、詳細点検、緊急点検、

損傷の種類及び健全度評価、等。
・健全度指標（Condition Rating)については、既往維持管理システム（BMS）準用のANE,IP要望を受け、

0～4の指標を採用（下図参照）。
・ANE,IP内に混在する維持管理システム（BMSとGOA）の整合・統合調整は成果-3で実施。（後述）
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４. 活動紹介
(2) 現場OJT／技術指導

【橋梁点検OJT】 【非破壊検査OJT】 【座学・レクチャー】

RCレーダー(鉄筋探査)

リバウンドハンマー

補修パイロットプロジェクト選定時点検

橋梁点検／診断ガイドブック(案)を用いた点検OJT

現場OJT前レク(座学)

CWGミーティング
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４. 活動紹介
(3) 洪水対策活動
・近年の気候変動による度重なるサイクロンで大雨洪水が発生し、洗堀等による既存橋梁への

多大な損傷が深刻化。
・洪水影響による落橋の発生が、道路網の寸断という社会状況の混乱をもたらしていることか

ら、道路管理者であるANE,IPは災害対応に追われている。
・橋梁維持管理上、洗掘対策は解決していかなければならない重要な課題の一つ。
・ANE,IPは、これら洗掘に対してどのような対策を講じてよいか技術・情報が不足しており、

本プロジェクトにおいて洪水に係る、橋梁計画、洗堀調査、洗掘対策等の支援を強く要請。

【洪水対策活動（案）】
・洪水被害橋梁の実態調査・資料収集
・洪水対策ガイドブックの作成
・洪水対策セミナーの開催
・洪水対策を考慮した橋梁計画立案
・洗堀状況モニタリングの実施 等 現地踏査・情報収集時(2023.8月）
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【被害橋梁事例①】

１ｍ

H.W.L

橋脚洗堀・沈下、ベイリー橋による復旧
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【被害橋梁事例②】 2004/09/12 2022/05/06

2023/08/24
澪筋変化、橋梁背面土工部と河川の接触
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【被害橋梁事例③】

橋台背面への流水侵入と橋台躯体（石積構造）の崩壊、落橋・橋脚沈下、大規模ベイリー橋による対応

Bridge 
Sample
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【被害橋梁事例④】

×

××

×
× ×

×
×

××
××

H.W.L

当初径間(1スパン)から、複数スパンへの増加延長、上部工の落橋とベイリー橋による復旧
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４. 活動紹介
４-２. OUTPUT-２（橋梁補修／維持管理）

(1) 橋梁補修ガイドブックの整備
・構成内容：損傷の種類と要因、維持管理項目・作業、補修工法の選定、各種補修工法及び材料、仕様 等。

(2) 現場技術指導･OJT､技術セミナー等の開催

補修工事内OJT 詳細調査OJT CWGミーティング
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４. 活動紹介
(2) 補修パイロットプロジェクト工事

【1st Batch】2022年9月29日～2023年8月31日

・カウンターパートが自ら補修に係る工事を発注・監理・完了するための試行的工事。
・プロジェクトチームはその一連の作業を指導・フォローアップ。
・建設事業とは異なるため、種々の損傷を有する橋梁を選定、工事内技術指導を含めて実施。

複数の候補橋梁を確認
↓

対象橋梁選定
↓

補修工事実施

・RC,カンチレバー橋
・主な損傷：

剥離・鉄筋露出、
うき、
ひびわれ、
遊離石灰 他

Bridge Sample
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Incoluane Bridge

ひびわれ補修、断面修復、橋面防水、伸縮
装置設置、支承防錆、GR取替、など

護床工

Bridge Sample-1

Bridge Sample-2
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４. 活動紹介

Sample

Sample
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４. 活動紹介

Sample

Sample
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４. 活動紹介

Sample

Sample
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４. 活動紹介
【2nd Batch】

・補修パイロットプロジェクト（2nd Batch）
として選定。
現在発注・契約手続きを実施中。
(工事：～3月､2025年）

Bridge Sample

Bridge Sample
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コンクリート補修、護床工、橋面防水、伸縮装置設置工、炭素繊維プレート・シート設置工 など

・RC単純桁＋PC連続桁・主な損傷：ひびわれ、剥離・鉄筋露出、遊離石灰 他Bridge Sample
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４. 活動紹介
４-３. OUTPUT-３（BMS運用） ４-４. OUTPUT-４（橋梁維持管理計画策定）

・点検サイクル、補修優先順位、対策費用などを考慮して、
確実な維持管理計画を複数年単位で実施できるようにす
る。

★

・ANE,IP内に混在している維持管理システム
（BMS､GOA）の統合システムを製作。

・BMS､GOA各々で設定されている項目（不
整合のある項目）に対しては、協議の上で統
一した内容に更新する。

・BMS内容を基本とし、橋梁点検結果に特化し
たGOAの内容は移植するよう調整する。
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４. 活動紹介
４-５. その他活動

(1) 本邦研修・第三国研修
本邦研修 (2023年7月)

2023年7月24
日から31日に
かけて、橋梁
の維持補修技
術に関する講
義、鋼桁製造
工場の見学、
高速道路工事
や耐震補強工
事などの現場
を訪問し、
様々な橋梁維
持補修技術に
ついて学んだ。

第三国研修 (in Zambia) (2023年4月)

2023年4月16
日から22日ま
で、ANE,IPの
カウンター
パート5名が
ザンビアを訪
問し、官庁表
敬訪問、長大
橋の現地視察、
補修パイロッ
トプロジェク
トの現地視察
等を行った。

長大橋・対候性鋼材橋梁 等
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４. 活動紹介 (2) 技術セミナー：産官学連携

Universities (JPN) that 
cooperated with project 
team

ザンビア大学に設置された橋梁維持管理センターの技術
者養成コースの現場研修のひとつとして、タブレットを
使った橋梁点検が実施された。 このカリキュラムには、
ザンビア、モザンビーク、マラウイ、ジンバブエ、ボツ
ワナの技術者が参加した。

Technical Seminar, Technical Demonstration
May. 24th 2023, Jan.24th and Jan.30th 2024, 

BE (Bridge Engineer) Training Couse 
Curriculum (in UNZA)  Feb 19th to 26th 2024, 

MOZAMBIQUE ZAMBIA
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４. 活動紹介
(3) その他

非破壊検査・試験機器

橋梁点検用ドローン

洗堀モニタリング機械

【機材供与】

・機材は、現地活動において機材を使用
したイベント及び技術指導後、C/Pへ
供与する。

【今後の予定】
・ANE,IPが自前でドローンを使用した橋梁点検が

実施できるよう、研修を計画中。
（現在モザンビーク航空局へライセンス申請中。）

ドローン研修（※ザンビア技プロの写真）
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５.おわりに
・道路管理者が持つ建設優先の意識に対して、維持管理の重要性への理解・把握。
・事後保全から予防保全へ、LCCの考え方への理解・把握。（下図参照。）
・C/Pキーパーソンの育て上げとともに、エンジニア全体の技術レベルの底上げ。
・持続性を考慮した場合の、

補修製品提案、方法の工夫。※1
・繰り返しの指導、C/P以外の機関を

巻き込んでの活動の実施。
※1：補修材料の調達
・日本からの距離・コストを考慮。
・近隣国におけるサプライヤーの利用。

（例：南アフリカ）

・近隣諸国と連携した形での技プロ
実施も今後必要となってくるかも
知れない。※2
※2：近隣各国の強み・特徴を利用。例：UNZA教育プログラム等。 ～END～


